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解説

(3) 小球と板が離れるのは，ばねの自然長である原点を通過した直後．このとき振動の中心からの変位
は 2Dであるので，単振動についてのエネルギーの関係より，
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(4) 小球は板から離れたあと重力のみを受け，加速度 −g の運動をする．最高点に達するまでの時間
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板は，その後 x = −Dを中心とする単振動をする．常に下向きの弾性力を受けているので，最高点

に達するまでの時間は小球より短い．離れたあとの最高点を x2 として，
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解説

③ 三角形 OAB′ の点 Oから AB′ に下ろした垂線の足を Hとすると，三角形 AOHと三角形 A′BB′ は

相似なので， ̸ A′AB′ = ̸ AOH = θ

2

④ A′B′ = BB′ tan ̸ A′BB′ = v∆t tan θ
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⑩ 波長は 2ℓなので，f = 1
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⑪ n本束ねると線密度が n倍になるので，
f
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．従って，n = 4本．

⑫ 閉管の基本振動の波長は管長 sの 4倍 4sに等しい．

弦の基本振動の波長 2Lは音波の波長の b倍なので，4bs = 2Lより，s = L
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解説

(3) 光電流は「単位時間に陽極に達する電気量の大きさ」を示している．
陰極を飛び出した直後の光電子の運動エネルギーの最大値は −eV0 [J]．陽極に達するまでに，光電
子は eVc [J]のエネルギーを得るので，陽極に当たる直前では e(Vc − V0) [J]．

(4) e |V0| = hc

λ0
− W．V0 < 0であることに注意．

(5) 他の条件を変えずに，光の強度を上げることは単位時間に入射する光子の数を増やすことに対応す
るので，光電流は増加する．一方，光子 1個あたりのエネルギーが変化しないことから，阻止電圧は
変化しない．

(6) 光子 1個あたりのエネルギーが小さくなっているので，光電子の運動エネルギーの最大値は小さく
なり，阻止電圧（の大きさ）が小さくなる．

(7) (d)(e)よりW = hc

λ1
+ eVH．(b)(c)よりW = hc

λ2
+ eVL．これらからW を消去する．

(8) 前問の 2式より，hを消去しW を求めると，W = e(VHλ1 − VLλ2)
λ1 − λ2

[J]．
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解説

(1) 一軒あたりの消費電力を P，一軒のときの損失電力を Qとすると，題意より，

Q
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100

が成り立つ．したがって，P = 99Q．

　 n軒同時に電気を使用すると，送電電流は n倍になるので，損失電力は n2倍，すなわち，n2Qと

なる．このとき，電力損失が 50 %に達すれば良いので，
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(2) 図のように，Tの位置を原点，T→ Sの向きを正として座標軸をとる
と，針金全体の重心が x >= 0のとき不安定になる．STの長さを ℓとす

ると針金の重さは長さに比例するので，求める条件は，
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(3) 「うなりの振動数」= 「反射音の周波数」− 「直接音の周波数」

　　　　　　　　 = c

c − v
f − c
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講評

大問Ⅰ 単振動と放物運動

大問Ⅱ 弦の上を伝わる波の速度の理論的導出

大問Ⅲ 光電効果

大問Ⅳ 小問集合 (電力輸送，重心，ドップラー効果とうなり，物質の三態)

大問Ⅰは標準的な問題．(4)⑬は振動の中心がずれることに注意する．
大問Ⅱは，やや難しい理論的計算．誘導に上手く乗れないときちんとした結論を出すのは難しい．

大問Ⅲは内容は標準的であるが，阻止電圧の符号が逆であったり，計算の表式がやや複雑になったりする

ので，正確に計算結果を求めるのは難しい．

大問Ⅳ (1)の電力輸送は大医では頻出．(2)は手を抜くとミスしやすい．
総じて，ボーダーラインは 7割．
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